
                                                                              
特定医療法人豊司会 新門司病院 広報誌 「癒し」 Vol.34

地域連携・生活支援室、地域精神医療推進室のご案内

診 療 案 内
診療科目

特殊外来

診療時間

休診日

19:00～12:30 受付12:00まで

13:30～17:00 受付16:30まで

19:00～12:30 受付12:00まで

※新患の方は、できるだけ事前にお電話にて
ご相談ください。

表紙の写真
晩秋の阿蘇
熊本・大分に甚大な被害をもたらした熊本地
震。それでも地震後の阿蘇は、普段と変わら
ない雄大な自然がそのままでした。一日も早
い復興を祈っております。 iphone6で撮影
撮影者 リハビリテーション課：渡辺 紀文

●入退院の相談と支援・ 地域医療支援・ 地域生活支援・ 地域連携・訪問看護

病院電話 ０９３（４８１）１３６８ 直通電話０９３（４８１）８８４４ 内線１７１又は１７２
受付時間 月～金 ９：００～１７：００ 土 ９：００～１２：３０

問合せ先

トピックス

新設 重度認知
症患者デイケア

“なごみ”

新門司病院全景

福精協北九州ブロック バレーボール大会 “優勝” 新任医師紹介 精神科専門医 竹原 好文

精神科 神経内科 内科 リハビリテーション科

アルコール専門外来 もの忘れ外来 睡眠専門外来 パーキンソン病専門外来

月～土曜日

新患の方の受付は午前11:30 午後16：00まで

土曜午後休診（第2・第4土曜日休診）

日曜、祝日

新門司病院 検索
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特集

○治療や生活に役立つ情報

○只今奮闘中

○トピックス

○診療案内
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理念

私達は医療を通して社会に貢献します
私達は病める人ともに悩み、考え、行動します
私達は最高の医療を提供できるよう研鑽します

基本方針

地域や地域福祉・医療機関との連携を密にし、地域のニーズに貢献する
患者の権利を認識し尊重する
職員は絶えず医学的知識の向上のため、たゆまなき研修に励む
医療の質の向上と安定した経営を維持する

○地域精神医療推進室、地域連携・生活支援室のご案内

当院は、公益財団法人日
本医療機能評価機構より
認定を受けています。
（認定第JC173- 3号）

いや

精神科訪問看護について

平成29年11月18日 文化祭開催 場所：新門司病院イベントホール

Novenber
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診療部 薬剤課
薬剤師 2名（平成29年10月現在）

只今奮闘中 部署紹介…

薬剤課の目標

治療や生活に役立つ情報

薬剤課では、常に患者さんの立場に立ち、薬に関
して分らないことやお困りのことがあれば、気軽に
相談いただけるような、きめ細やかな対応をするよ
う心がけております。
近年は、向精神薬の適切な処方を促すため、多
剤・大量処方の是正が推奨されており、当院でもこ
のような処方の見直しに努めています。

認知症の方を介護している家族が集まり、ご本人や家族などが抱える不
安や悩みなどを、共に考え励まし合い、認知症や介護について学び合うた
めの交流会です。年に数回開催しております。前回は、担当者の精神保健
福祉士から「認知症の介護の不安や悩みはご家族だけで考えるのではなく
地域の介護保険担当窓口や地域包括支援センターの担当者、介護保険サー
ビス、家族会、かかりつけ医、ソーシャルワーカー等の専門職のスタッフ
と共に改善して行く」といった内容の「介護の便利情報」というお話をさ
せていただきました。どなたでも気軽に参加できますので、是非ご利用く
ださい。開催日は新門司病院ホームページをご参照ください。詳しくは
“さるびあの会”実行委員会 植木 渡邉までお問い合わせ下さい。

1.
.

認知症ささえあい交流の会“さるびあの会” ˹♥
ʥὄ

˺

ʝ˲

　病院に行く時間がない時に手軽に購入できる市販薬は

大変便利ですね。医師の処方なしに薬を購入出来るのだから

安全というイメージをお持ちの方も多いと思いますが

気をつけていただきたい事があります。

　特に市販の総合感冒（風邪）薬にはさまざまな成分が入っていますので、他の市販薬や

病院から処方された薬（痛み止め・アレルギーの薬・向精神薬など）と一緒に服用

しない方が良い場合があります。市販薬の副作用は年間およそ２００件以上の報告があります。

　市販薬を服用する時は説明書をよく読み、不明な点などがありましたら市販薬を購入した

薬剤師に相談する。またいつもと違う症状がおきたらすぐに病院にかかるようにしましょう。

便利な『市販薬』でも… ちょっと気をつけて

作用

副作用

特に市販の総合感冒（風邪）薬にはさまざまな成分が入っていますので、他の市販
薬や病院から処方された薬（痛み止め･アレルギーの薬･向精神薬など）と一緒に服用
しない方が良い場合があります。市販薬の副作用は年間およそ200件以上の報告があり
ます。市販薬を服用する時は説明書をよく読み、不明な点などがありましたら市販薬
を購入した薬剤師に相談する。また、いつもと違う症状がおきたらすぐに病院にかか
るようにしましょう。

病院に行く時間がない時に手軽に購入できる市販薬は
大変便利ですね。医師の処方なしに薬を購入出来るのだ
から安全というｲﾒｰｼﾞをお持ちの方も多いと思いますが、

気をつけていただきたい事があります。
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●訪問看護の機能
訪問看護の機能としては、保健所・市町村の行う訪問指導、保険医療機関の行う訪問看護、訪

問看護ステーションの行う訪問看護と分類しています。地域の状況やニーズに応じてトータルなア
セスメントを行い、直接的な看護の提供、人間関係の調整、必要な社会資源・サービスの導入、家
族への相談・支援など必要な介入・援助を行うものです。

●保険医療機関が行う訪問看護
対象者：入院中の患者さん以外の精神障がい者である患者さん、またはそのご家族等・社会復

帰施設等に入所している患者さん
サービス：退院後等の病状不安定期の患者さん等への外来医療の一環としての看護サービス
実施主体：精神科を標榜する保険医療機関
実施機関：病院・診療所
従事者：保健師、看護師（准）、精神保健福祉士、作業療法士
費用の支払い：診療報酬
利用手続き：保険医療機関と個人の契約

●精神科訪問看護の役割
1.信頼関係の構築から対人関係の援助
2.地域で生活するうえでの権利の擁護
3.自己決定力の強さを育む事の支援
4.医療継続の支援、再発防止、病状悪化の早期発見、危機介入
5.地域社会への適応支援、社会活動参加への支援
6.家族等への支援

●精神科訪問看護の実際
精神疾患を有する入院中以外の患者さん又はそのご家族等の了解を得て自宅を訪問し、個別に
患者さん又はそのご家族等に対して看護及び社会復帰指導を行います。その特性に合わせた地
域生活支援を１回３０分以上を月に数回行います。また、入院中の患者さんの円滑な退院のため
に自宅を訪問し、当該患者さん又はそのご家族等に対して、退院後の療養上の指導を退院まで3
～6回行います（退院前訪問指導）。当院では、担当の看護師、精神保健福祉士、作業療法士が
年間に約900件ほど行っています。

●お問い合わせ先
地域連携・生活支援室、地域精神医療推進室

特集

精神障がい者が病気とうまく付き合いながら、地域での生活を軌道に乗せ、安心
して自分らしい暮らしを形づくるまでの期間、生活支援と併せて、必要に応じて医
療的な介入ができる訪問看護は非常に有効であり、精神科訪問看護への期待
は高まっています。当院の訪問看護は、ご本人が自分の病気や障害に関心をも
ち病気のコントロールや再発防止ができ、自己決定を基本に必要な社会資源を
利用しながら、主体的にその人らしく生活ができ、QOLが高められるように支援
しています。

さるびあの会

訪問


